
凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

若
か
り
し
ト
ラ
ン
プ
を
描
い
た

映
画
「
ア
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
：
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
の
創
り
方
」
が

話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

　

若
い
ト
ラ
ン
プ
に
絶
大
な
影
響

を
与
え
た
ロ
イ
・
コ
ー
ン
と
い
う

弁
護
士
が
登
場
す
る
が
、
と
ん
で

も
な
い
ワ
ル
で
、
そ
い
つ
が
あ
る

教
え
を
授
け
る
。

　

そ
れ
が
「
勝
つ
た
め
の
３
つ
の

ル
ー
ル
」
だ
。

　

① 

攻
撃
、
攻
撃
、
攻
撃

　

② 

非
を
絶
対
に
認
め
る
な

　

③ 

勝
利
を
主
張
し
続
け
ろ

　

ト
ラ
ン
プ
は
、
や
が
て
コ
ー
ン

の
想
像
を
超
え
る
怪
物
へ
と
変
貌

を
遂
げ
る
。

　

ロ
イ
・
コ
ー
ン
が
今
の
勝
利
至

上
主
義
の
ト
ラ
ン
プ
を
創
り
上
げ

た
人
物
だ
。
そ
し
て
、
ト
ラ
ン
プ

は
こ
の
３
つ
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、

再
び
大
統
領
に
上
り
つ
め
た
。

　

ロ
イ
・
コ
ー
ン
は
劇
中
で
「
勝

利
者
に
は
皆
が
ひ
れ
伏
す
」と
言
っ

て
い
る
そ
う
だ
が
…
み
な
さ
ん
は

勝
つ
た
め
に
こ
の
３
つ
の
ル
ー
ル
を

使
い
ま
す
か
…
？　
（
髙
）

　

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合

は
、
１
９
７
５
年（
昭
和
50
年
）４

月
８
日
、
北
海
道
知
事
の
認
可
を

う
け
発
足
し
、
今
年
で
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

設
立
趣
意
書
に
は
、「
本
組
合
は

組
合
員
の
相
互
扶
助
精
神
に
基
づ

き
、
組
合
員
の
た
め
に
必
要
な
共

同
事
業
を
行
な
い
、も
っ
て
組
合
員

の
自
主
的
な
経
済
活
動
を
促
進

し
、
か
つ
、
そ
の
経
済
的
な
地
位
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

中
小
企
業
こ
そ
地
域
経
済
の
担
い
手

祝
50
周
年 

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合
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る
。」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
計
画
概
要
で
は
、
共
同
購

買
・
事
業
資
金
貸
付
・
債
務
保
証
・

組
合
員
の
福
利
厚
生
等
を
行
な
う

こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
年
10
月
１
日
に
は
、労

働
保
険
事
務
組
合
が
認
可
さ
れ
ま

し
た
。

　

１
９
７
７
年
11
月
１
日
に
は
、

共
済
制
度
が
、
加
入
数
１
９
５

社
、
４
１
０
８
人
４
４
５
５
口

数
、
保
険
金
総
額
89
億
円
で
ス
タ

　

毎
月
10
日
発
行
の
『
道
商
工

連
』
に
、
宣
伝
物
を
同
封
し
て
、

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

料
で
届
け
ま
す
。月
末
ま
で
（
12

月
は
20
日
）
に
２
５
０
部
を
道

商
工
連
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

会
員
訪
問
・
家
族
葬
で
躍
進
の
北
海
道
共
済
会（
４
面
）／
25
春
闘
第
４
回
集
計
結
果（
６
面
）

　北海道商工連盟と同協同組合の令和７年

度総会と、協同組合 50 周年祝賀会を開催し

ますので多数ご出席ください。

総会 15時   祝賀会 18 時
ホテルポールスター札幌　（札幌市中央区北 4西 6）

６月27日（金）

総会と協同組合50周年祝賀会を開催

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
共
済
制
度
は
、
協
同
組
合

の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

加
入
数
の
拡
大
を
図
り
、結
果
、協

同
組
合
の
財
政
に
も
大
き
く
寄
与

し
、
１
９
９
６
年(

平
成
８
年)

決
算
で
は
、
共
済
手
数
料
収
入
は

最
大
の
約
２
８
０
０
万
円
に
も
上

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
１
９
９
６
年
の
保
険

法
の
改
正
に
伴
い
、
保
険
会
社
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
の
悪
化
に
よ

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合

　
　

理
事
長　

勝　

部　

賢　

志



（２）

り
団
体
保
険
の
維
持
が
難
し
く
な

り
、２
０
１
１
年
３
月
で
共
済
制
度

す
べ
て
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
っ
て

組
織
・
財
政
と
も
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
共
同
購
買
・

事
業
資
金
貸
付
・
債
務
保
証
等
の

事
業
も
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
制

約
な
ど
か
ら
、
撤
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
規
模
が
大
き
く
縮
小
す
る

こ
と
に
よ
り
、組
合
員
数
も
減
少
の

一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
北
海
道
商
工
連
盟
は
、
１

９
７
４
年（
昭
和
49
年
）９
月
６
日

に
設
立
さ
れ
、
協
同
組
合
と
一
体

で
、
中
小
企
業
者
の
事
業
発
展
・

中
小
企
業
者
と
従
業
者
と
家
族
の

生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、商
工
連
盟
も

ま
た
会
員
の
漸
減
傾
向
が
続
い
て

お
り
、会
費
収
入
の
み
で
活
動
を
維

持
す
る
の
は
、
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
事
業
規
模
は
小
さ
く
な

り
ま
し
た
が
、各
事
業
所
等
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
事
業
収
入
と
利

益
確
保
に
努
め
、
協
同
組
合
か
ら

商
工
連
盟
へ
の
財
政
的
な
寄
与
を

　

第
96
回
メ
ー
デ
ー
が
５
月

１
日
、
札
幌
市
の
大
通
西
８
丁

目
広
場
で
開
催
さ
れ
た
。晴
天

に
も
恵
ま
れ
、
大
会
参
加
者
は

主
催
者
発
表
で
約
３
０
０
０

人
。主
催
者
の
連
合
北
海
道
須

間
等
会
長
は
、
挨
拶
の
中
で
、

物
価
の
上
昇
や
中
小
企
業
で

働
く
労
働
者
の
待
遇
改
善
を

念
頭
に
、「
賃
上
げ
が
当
た
り

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

図
る
べ
く
努
力
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

さ
て
、中
小
企
業
は
、全
企
業
に

占
め
る
割
合
は
99
・
７
％
（
小
規

模
事
業
者
の
割
合
は
85
％
）、従
業

者
数
は
、全
体
の
約
70
％（
小
規
模

前
の
社
会
を
つ
く
ろ
う
！
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

北
海
道
商
工
連
盟
も
来
賓

と
し
て
ご
案
内
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。

事
業
者
の
割
合
は
32
％
）で
、
国
や

地
方
の
経
済
を
支
え
る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
は
、

商
工
連
盟
・
協
同
組
合
設
立
当

第
96
回
全
道
メ
ー
デ
ー
大
会
開
催

メーデー大会で挨拶する勝部賢志参議院
議員（北海道選挙区）＝道商工連理事長

会場からの声援に応える

参加者に語りかける
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時
の
弱
肉
強
食
の
経
済
体
制
と
同

様
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
２
年
程
、
春
闘
前
に
政
労
使

会
議
な
ど
で
、「
労
務
費
の
適
切
な

転
嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関
す
る

指
針
」の
遵
守
や「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
宣
言
」
の
更
な
る
拡
大
と
実

効
性
向
上
な
ど
が
言
わ
れ
て
い
ま
す

　

加
藤
財
務
大
臣
が
５
月
２
日
、

テ
レ
ビ
番
組
で
、米
国
債
は
関
税
交

渉
の
カ
ー
ド
と
し
て
存
在
す
る
と

明
言
。米
国
が
関
税
措
置
を
撤
回

し
な
け
れ
ば
国
債
を
売
却
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
警
告
的
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。

　

だ
が
、
加
藤
大
臣
は
５
日
、
日
本

が
保
有
す
る
米
国
債
は
日
米
関
税

交
渉
の
カ
ー
ド
で
は
な
い
と
語
り
、

先
の
発
言
を
軌
道
修
正
し
た
。

　

日
本
は
米
国
債
の
最
大
の
保
有

国
で
、
財
務
省
に
よ
る
と
、
今
年
３

月
末
時
点
で
日
本
の
外
貨
準
備
高

は
１
兆
２
７
２
５
億
ド
ル
（
約
１

が
、経
済
の
成
長
と
分
配
の
好
循
環

を
持
続
す
る
た
め
の
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
へ
の
持
続
・
継
続

的
な
施
策
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
変
え
る
た
め

に
、
商
工
連
盟
協
同
組
合
・
商
工

連
盟
に
集
う
組
合
員
・
会
員
企
業

が
組
織
は
小
な
り
と
い
え
ど
も
、

行
動
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

私
、
勝
部
賢
志
も
北
海
道
商
工

連
盟
協
同
組
合
理
事
長
と
し
て
、

参
議
院
議
員
と
し
て
、
50
年
を
節

目
に
心
を
新
た
に
、
制
度
施
策
の

実
現
・
前
進
に
向
け
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

経
済
ト
ピ
ッ
ク
ス
８
３
兆
５
４
９
７
億
２
６
５
０

万
円
）に
達
し
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
れ
を
日
本
が
大
量
に
売
却
す

れ
ば
国
債
市
場
に
大
混
乱
を
巻
き

起
こ
し
、
米
国
債
価
格
が
下
落
し

て
米
国
の
利
払
い
負
担
が
急
増
す

る
恐
れ
が
あ
る
。

　

タ
ク
シ
ー
業
界
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

激
減
し
た
利
用
客
の
回
復
が
遅

れ
、燃
料
費
や
人
件
費
が
増
加
、全

国
的
に
値
上
げ
が
続
い
て
い
る
。

　

配
車
の
効
率
化
で
導
入
し
た

「
配
車
ア
プ
リ
」
も
予
想
以
上
に
経

費
が
か
か
り
、
負
担
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
。ア
プ
リ
は
、Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
や

中
国
の
Ｄ
ｉ
Ｄ
ｉ
、
日
本
の
Ｇ
ｏ

強
引
な
関
税
交
渉
に
米
国
債

売
却
ポ
ー
ズ
で
警
告
か

タ
ク
シ
ー
相
次
ぐ
値
上
げ

「
配
車
ア
プ
リ
」も
負
担
に

　

日
米
の
関
税
交
渉
は
自
動
車
と

鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
め
ぐ
り

膠
着
状
態
で
、
そ
こ
に
農
産
物
輸

入
枠
拡
大
も
絡
ん
で
予
断
を
許
さ

な
い
が
、ど
ん
な
展
開
に
な
り
ど
う

い
う
影
響
が
出
る
の
か
目
が
離
せ

な
い
。

な
ど
た
く
さ
ん
種
類
が
あ
る
。経

費
は
ア
プ
リ
運
営
会
社
と
の
契
約

で
違
い
が
あ
る
が
、
ア
プ
リ
使
用

料
、サ
ー
バ
ー
と
の
通
信
費
な
ど
が

か
か
る
。配
信
会
社
の
利
益
は
運

賃
の
５
〜
８
％
と
高
い
う
え
、
外

国
客
に
対
応
す
る
に
は
人
気
ア
プ

リ
が
国
や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る

か
ら
大
変
だ
。電
話
予
約
の
客
も

い
る
か
ら
、こ
れ
ま
で
通
り
の
配
車

係
も
必
要
で
、経
費
節
減
に
な
っ
て

い
な
い
と
の
声
も
あ
る
。
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北
海
道
共
済
会
は
１
９
８
０

年
、
道
職
員
ら
で
組
織
す
る
北
海

道
互
助
会
の
保
険
委
託
会
社
と
し

て
設
立
さ
れ
た
。現
在
は
、
葬
儀
の

主
流
と
な
っ
た「
家
族
葬
」を
担
う

葬
儀
部
「
ハ
マ
ナ
ス
会
」
の
事
業
を

メ
イ
ン
に
据
え
つ
つ
、
老
後
の
お
金

と
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
な
ど
も
行
う
。

　

家
族
葬
は
ど
れ
だ
け
増
え
た
の

だ
ろ
う
か
。こ
の
業
界
に
詳
し
い
鎌

倉
新
書
の
全
国
調
査
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
40
歳
以
上
２
０
０
０

人
）に
よ
る
と
、
２
０
１
５
年
は
全

葬
儀
の
31
・
３
％
だ
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
22
年
に
55
・
７
％
と
初
め

て
一
般
葬
を
上
回
り
、
コ
ロ
ナ
後
の

24
年
も
50
・
０
％
で
一
般
葬
は

30
・
１
％
だ
っ
た
。

　

家
族
葬
が
増
え
た
背
景
に
は
い

家
族
葬
の「
デ
ィ
ア
ネ
ス
」で
躍
進
中

　

そ
う
し
た
中
、「
お
葬
式
は
親
族

と
本
当
に
親
し
い
人
だ
け
で
行
い

た
い
」
と
い
う
流
れ
に
な
っ
た
。現

在
、
数
人
か
ら
数
十
人
程
度
の
貸

し
切
り
施
設
の
需
要
が
多
い
。

　

櫛
部
さ
ん
に
よ
る
と
「
葬
儀
業

界
で
は
、
人
口
６
万
に
１
施
設
は

必
要
」と
さ
れ
、
札
幌
市
内
で
は
ま

だ
ま
だ
需
要
が
あ
る
と
み
ら
れ
て

い
る
。北
海
道
共
済
会
は
、
葬
儀
・

仏
具
の
大
手
「
金
宝
堂
グ
ル
ー
プ
」

の
株
式
会
社
デ
ィ
ア
ネ
ス
と
提
携

し
、
札
幌
市
内
の
直
営
貸
し
切
り

家
族
葬
施
設
で
あ
る
デ
ィ
ア
ネ
ス

有
限
会
社 

北
海
道
共
済
会く

つ
か
の
社
会
的
要
因
が
あ

る
。一
つ
は
核
家
族
化
で
親
族

や
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希

薄
に
な
っ
た
こ
と
。高
齢
社

会
は
定
年
退
職
後
の
人
生
が

長
く
、そ
の
間
の
引
っ
越
し
や

施
設
入
居
な
ど
で
、
職
場
や

地
域
の
人
々
と
の
縁
が
切
れ

る
こ
と
も
多
い
。さ
ら
に
「
失

わ
れ
た
30
年
」
と
言
わ
れ
る

経
済
成
長
の
低
迷
で
、
家
計

の
厳
し
さ
が
増
し
て
費
用
の

節
約
志
向
も
強
い
と
い
う
。

櫛
部
浩
二
社
長（
会
社
事
務
所
で
）

11
施
設
に
加
え
、
年
内
に
札
幌
市

内
に
２
カ
所
、
江
別
市
内
に
２
カ

所
を
新
設
し
、
全
15
施
設
と
す
る

予
定
だ
。

　

ハ
マ
ナ
ス
会
は
会
員
制
の
葬
儀

サ
ー
ビ
ス
だ
が
、
道
職
員
に
限
ら

ず
誰
で
も
加
入
で
き
、
特
典
も
多

い
。驚
く
の
は
入
会
金
・
積
立
金

が
全
て
無
料
で
、登
録
す
る
だ
け
で

親
等
制
限
な
く
特
典
が
利
用
で
き

る
こ
と
だ
。葬
儀
プ
ラ
ン
だ
け
で
な

く
式
場
利
用
料
の
割
引
や
、仏
壇
・

位
牌
が
特
別
価
格
に
な
る
。

　

櫛
部
さ
ん
は
１
９
６
１
年
佐
呂

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長  

こ　

う　

じ

く　

し　

べ

会員訪問

櫛
部
浩
二
さ
ん  （
64
）

間
町
生
ま
れ
。道
職
員

ら
で
組
織
す
る
全
道
庁

労
働
組
合
に
プ
ロ
パ
ー

職
員
と
し
て
就
職
。本

部
副
委
員
長
な
ど
を
務

①手 稲 曙　手稲区曙4条2丁目6-30

②手稲富丘　手稲区富丘3条7丁目5-25

③宮 の 沢　西区宮の沢1条5丁目17-5

④札　　幌　西区八軒10条西12丁目6-3

⑤新 琴 似　北区新琴似2条3丁目1-5

⑥屯　　田　北区屯田9条2丁目8-8

⑦南あいの里　北区あいの里6丁目7-10

⑧苗　　穂　東区本町1条3丁目9-18

⑨菊水元町　白石区菊水元町4条2丁目6-4

➉厚 別 西　厚別区厚別西 5条1丁1-25

⑪豊　　平　豊平区月寒西4条10丁目1-1

め
た
。労
働
組
合
活
動
を
通
じ

て
組
合
員
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
、

特
に
賃
金
対
策
を
長
く
担
当
し

て
き
た
か
ら
、
公
務
員
給
与
の

複
雑
な
制
度
設
計
を
熟
知
す

る
。そ
ん
な
経
験
は
、
１
級
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

技
能
士
試
験
（
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会

認
定
）
に
も
大
い
に
役
立
っ
た
と

い
う
。

　

北
海
道
共
済
会
は
も
と
も
と

互
助
会
の
事
業
を
担
っ
て
き
た

だ
け
に
、「
単
に
営
利
を
求
め
る

の
で
は
な
く
、福
利
厚
生
の
立
場

で
葬
儀
の
会
を
提
供
し
、老
後
の

暮
ら
し
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
も
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
寄
与

し
た
い
」と
信
念
を
語
る
。

札幌市内のディアネス11カ所の住所

有限会社 北海道共済会
札幌市北区北６条西７丁目
北海道自治労会館１Ｆ
葬儀部ハマナス会

電話　０１２０-８０７-４９１



（５）

目
薬
は
食
後
で
す
か
と
聞
い

た
妻

落
ち
着
け
と
言
わ
れ
落
ち
着

く
ヤ
ツ
い
な
い

罠
だ
ろ
か
見
知
ら
ぬ
美
女
に

酒
注
が
れ

夢
な
の
に
腹
八
分
目
に
し
た

無
念

世
話
す
る
と
言
っ
た
人
せ
ぬ

庭
と
犬

あ
り
す
ぎ
る
こ
と
を
「
無
数
」

と
書
く
不
思
議

目
に
見
え
ぬ
効
果
が
あ
る
と

言
う
サ
プ
リ

失
敗
を
恐
れ
ず
や
る
と
医
者

が
言
う

腕
ま
く
り
鉢
巻
き
し
て
る
ジ

ャ
マ
な
人

ト
ラ
ン
プ
と
言
え
ど
そ
の
う

ち
居
な
く
な
る

守
る
べ
き
「
国
」
と
は
「
民

の
命
」
だ
よ

気
づ
い
た
ら
た
た
ま
れ
て
い

た
核
の
傘

観
光
（
ツ
ア
ー
）
な
ら
天
国

よ
り
も
地
獄
で
す

　
　
　
　（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）



（６）
　

連
合
本
部
は
４
月
15
日
、
春
闘

妥
結
状
況
の
第
４
回
目
の
集
計
を

行
っ
た
。

　

全
国
３
１
１
５
組
合
の
加
重
平

均（
規
模
計
）は
、
１
万
７
０
１
５

円
、５
・
37
％
と
な
り
、昨
年
同
時

期
比
１
２
２
８
円
増
で
、
０
・
17

ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
っ
た
。

　

３
０
０
人
未
満
の
中
小
組
合

（
１
９
５
８
組
合
）は
、
１
万
３
２

８
３
円
、４
・
97
％
で
、同
１
１
１

３
円
増
で
、
０
・
22
ポ
イ
ン
ト
の

増
と
な
っ
た
。

　

パ
ー
ト
な
ど
の
有
期
・
短
時
間
・

契
約
等
労
働
者
の
賃
上
げ
額
は
加

重
平
均
で
時
給
70
・
08
円
で
、
同

３
・
64
円
の
増
と
な
っ
た
。時
給
の

引
き
上
げ
率
は（
概
算
）は
６
・
06

％
で
、
一
般
組
合
員（
平
均
賃
金
方

式
）を
上
回
っ
て
い
る
。

　

連
合
北
海
道
の
第
４
回
集
計
は

４
月
18
日
10
時
時
点
で
、
上
記
の

表
の
通
り
に
な
っ
て
い
る
。１
０
０

人
未
満
で
前
年
よ
り
２
３
６
６
円

増（
０
・
80
％
増
）で
１
万
１
６
２

５
円
、（
４
・
71
％
）と
な
り
、人
材

確
保
へ
努
力
が
見
ら
れ
る
。

　

免
疫
力
の
向
上
や
腸
内
環
境
の

改
善
の
た
め
「
ヌ
メ
活
」
が
お
薦
め

だ
。ヌ
メ
ヌ
メ
・
ネ
バ
ネ
バ
し
た
食

材
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
健
康

法
で
夏
バ
テ
解
消
が
期
待
で
き
る
。

　

モ
ズ
ク
や
納
豆
、山
芋
、オ
ク
ラ

な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
健
康

効
果
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。九
州

大
大
学
院
農
学
研
究
院
の
広
瀬
直

人
教
授
と
、
宮
崎
義
之
准
教
授
が

提
唱
し
て
い
る
。

　

夏
バ
テ
や
夏
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
と
し
て
は
モ
ズ
ク
と
納
豆
を

混
ぜ
て
ご
飯
に
か
け
る
方
法
が
い

い
。免
疫
力
向
上
や
血
糖
値
調
整

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

た
だ
、ヌ
メ
ヌ
メ
食
材
は
、
栄
養

素
に
よ
っ
て
加
熱
に
弱
い
も
の
が
あ

る
。例
え
ば
、
モ
ズ
ク
の
フ
コ
イ
ダ

ン
は
加
熱
に
強
い
が
山
芋
は
加
熱

し
す
ぎ
る
と
消
化
酵
素
の
効
果
が

失
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
ヌ
メ
活
」
は
日
常
生
活
に
簡
単

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
習
慣
な
の
で
、

毎
日
の
食
事
に
活
用
す
る
と
良
さ

そ
う
だ
。

全
体
は
５
％
超
え
、中
堅
・
中
小
も
健
闘

２
０
２
５
年
春
闘
の
第
４
回
集
計
結
果

健 康
「
ヌ
メ
活
」で
夏
バ
テ
防
止

免
疫
力
ア
ッ
プ
腸
内
改
善

連合北海道第 4回  回答集計（4月 18 日 10 時時点）


